
6 7

 XTRONIC CVT
Technology Overview

ドライブチェーン

オイルポンプ

新型エクストロニックCVTのロックアップ領域の拡大

トルクコンバーター ドリブンプーリー

ベルト

ドライブプーリー

オイルポンプの小型・高効率化

変速やトルク伝達に用いる油圧源であるオイルポンプを、従

来より大幅に小型・高効率化。アクセルのオン/オフにリニ

アに追従するコントロール性能を保持しながら、燃費を向上

しています。

2.0Lクラス用CVTについては、小型チェーン駆動を採用す

ることにより、トランスミッション全体の小型化にも貢献し

ています。

プーリー制御油圧の低下

2つのプーリーの巻きつき径の制御システムを高精度化する

ことにより、低い油圧でも充分なベルト側圧が得られるように

なりました。これにより、確実なトルク伝達と高効率化を両立、

燃費の向上に寄与します。

電子制御とそれに追従する油圧系部品のシステムを改良。

加えて新開発の高性能ATF(オートマチックトランスミッ

ションフルード)を採用することで、応答性と安定性を改善、

変速時間を従来比で約30%短縮しました。

また新型エクストロニックCVTでは、ある速度領域までは車

速の上昇と同じようにエンジン回転数も上がっていく変速

制御を行っています。素早いレスポンスと自然で力強い加速

感を実現するとともに、 確実に得られるエンジンブレーキと

あいまって、気持ちの良いドライブフィールを提供します。

ロックアップ＊は、マニュアルトランスミッションのようにダイ

レクトに駆動力を伝達し、燃費性能を高める機能として従

来のトルクコンバーター型ATに備わっていました。オートマ

チックトランスミッションのロックアップ領域が中～高速域

以上であることに対し、 CVTは低速からロックアップを行う

ことが可能です。新型エクストロニックCVTでは、変速制御

をきめ細かく行うことで、従来型よりもさらに低速域にまで

ロックアップ領域を拡大し、燃費を向上させました。

*ロックアップ
 トルクコンバーターの入力軸と出力軸が直結され、エンジンの駆動力がダイレ
クトにドライブプーリーに伝わっている状態 

変速レスポンスを改善

3. 高効率化の徹底

2. ロックアップ領域の拡大

新型エクストロニックCVTのロックアップ領域の拡大
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動力性能の向上と力強い加速感を実現

ドライバーの意志に心地よく反応し、自然な加速感を提供します。

2.0Lクラス用CVTのオイルポンプとドライブチェーン

CVTのトルクコンバーター

エンジン回転数

加速力

アクセル踏み込み時

アクセル踏み込み時

エクストロニックCVT
従来のCVT

CVTが最適ギアへクイックに変速し、素早くエンジン回転数が上がる

変速制御により、エンジン回転数が加速とともに自然に上がっていく

経過時間

経過時間

アクセルを踏むとすぐ加速

強い加速がどの車速からでもすぐ得られる

持続する力でグーッと伸びる


